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今
年
は
１
９
４
７
年
3
月
15
日
に
深
川
区

と
城
東
区
が
合
併
し
て
江
東
区
が
誕
生
し
て

か
ら
69
年
に
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
約
9
万
7
千
人
。

昨
年
は
人
口
が
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
の

で
、
5
倍
以
上
に
増
加
し
た
わ
け
で
す
。

　
毎
年
12
月
に
大
島
選
出
議
員
団
と
自
治
会

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
諸
課
題
に

つ
い
て
議
員
が
報
告
し
、
参
加
者
と
意
見
交

換
し
ま
す
。
昨
年
私
は
そ
こ
で
地
盤
沈
下
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
江
東
区
は
大
正
年
間
か
ら
地
盤
沈
下
が
始

ま
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
前
半
は
繊
維
や
製

糖
、
製
紙
な
ど
の
軽
工
業
が
発
達
し
ま
し
た

が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
、
六
価
ク

ロ
ム
を
生
産
し
た
日
本
化
学
工
業
や
日
曹
製

鋼
な
ど
の
重
化
学
工
業
が
広
が
り
ま
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
は
汽
車
製
造
（
今
の
南

砂
2
丁
目
団
地
）、
第
2
精
工
舎
（
今
の
サ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
）、
東
京
芝
浦
電
気
な
ど
が

生
産
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
高
度

成
長
期
を
通
じ
て
、
工
場
に
よ
る
地
下
水
の

く
み
上
げ
が
地
盤
沈
下
を
も
た
ら
し
て
い
っ

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
江
東
、
墨
田
、
江

戸
川
な
ど
は
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
子
ど
も
の
頃
は
毎
年
、
今
年
の
地
盤

沈
下
は
何
セ
ン
チ
と
発
表
さ
れ
、
子
ど
も
心

に
心
配
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
最
近
は
ほ

と
ん
ど
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

東
京
都
は
ず
っ
と
調
査
を
続
け
、
毎
年
「
地

盤
沈
下
調
査
報
告
書
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
亀
戸
7
丁
目
と
南
砂
２

丁
目
に
都
の
「
水
準
基
標
」
が
あ
り
、
標
高

が
観
測
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
累
積
沈
下
量

と
い
う
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
亀
戸
は
明
治
25

年
の
観
測
以
来
４・
３
メ
ー
ト
ル
、
南
砂
は

大
正
7
年
以
来
４・
５
メ
ー
ト
ル
沈
下
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
も

１
９
７
０
年
頃
ま
で
で
、
工
業
用
水
の
く
み

上
げ
規
制
が
行
わ
れ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
沈

下
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
防
潮
堤
や
水
門
の

整
備
と
排
水
機
場
の
操
作
に
よ
っ
て
水
害
か

ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
首
都
直
下
型
地
震

を
想
定
し
て
さ
ら
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
江
東
区
は
工
業
地

帯
か
ら
住
宅
地
域
に
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
今
あ
る
大
き
な
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
は

大
き
な
工
場
の
移
転
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
工
場
騒
音
や
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境

問
題
は
改
善
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
土
壌
汚
染
は
今
で
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
私
に
と
っ
て
も
政
治
に
向
き
合
う
き
っ

か
け
と
な
っ
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

今
年
も
江
東
区
の
環
境
、
福
祉
、
教
育
、

介
護
、
人
権
、
平
和
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
何
で
も
相
談
」
始
め
ま
し
た
！

中
村
ま
さ
子
事
務
所
（
電
話
／
０
３
│
３
６
３
６
│
１
０
３
１　

フ
ァ
ク

ス
０
３
│
３
６
３
６
│
１
０
３
３
）
で
「
何
で
も
相
談
」
を
始
め
ま
し
た
。

第
２
、
第
４
金
曜
日
午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
急
な
ご
相
談
の
場

合
に
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
案
内

を
見
て
、
面
白
そ
う
だ
な
と

思
い
な
が
ら
、
申
し
込
ん
だ

の
は
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り
ま
し

た
。
中
防
（
中
央
防
波
堤
）

に
は
、
近
く
に
住
ん
で
い
る

の
に
な
ぜ
か
一
度
も
行
っ
た

こ
と
が
な
く
、
い
い
機
会
だ

か
ら
と
思
い
、
後
は
清
澄
庭

園
で
昼
食
と
い
う
の
に
も
心

が
惹
か
れ
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
問
題
、
Ｃ
Ｏ２
の

増
加
、
地
球
温
暖
化
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
、
そ
の
ど
れ

を
と
っ
て
も
地
球
に
生
き
る

全
て
の
生
物
に
と
っ
て
こ
ん

な
に
重
要
な
課
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
の
資
料
に
書
か

れ
て
あ
っ
た
「
地
球
Ｂ
は
な

い
」
の
言
葉
が
胸
に
し
み
た

ツ
ア
ー
で
し
た
。
こ
の
ま
ま

温
暖
化
が
進
む
と
今
世
紀
末

ま
で
に
は
４・
８
度
も
気
温

が
上
昇
す
る
と
の
こ
と
、
今

で
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
水

位
の
上
昇
な
ど
で
水
害
を
は

じ
め
様
々
な
自
然
災
害
（
人

災
？
）が
多
発
し
て
い
ま
す
。

国
家
に
よ
る
軍
備
に
頼
っ
た

安
全
保
障
で
は
な
く
、
一
人

一
人
の
市
民
の
努
力
に
よ
る

人
間
の
安
全
保
障
が
い
か
に

大
切
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
清
澄
庭
園
で
い
た

だ
い
た
昼
食
も
、
味
・
量
と

も
に
大
満
足
で
し
た
。

（
北
砂
3
丁
目　
狭
石
利
美
）

イラスト／ yukiko A

地

球

Ｂ

は

な

いス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
考
え
た
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中村まさ子の活動日誌（抄）
11 月
2 日 戦争させない江東アクション会議
3日 区政功労者表彰式
4日 緑の党自治体議員バックアップセミナー
5日 沖縄東部実行委会議
7日、8日 緑の党全国代表協議会
14日 三大小 90周年記念式典
16日 区政勉強会
20日 キルトクラブうさうさ
22日 沖縄東部実行委交流学習会
24日 市民の声・江東スタディーツアー
25日 （～ 12月 14日）第 4回区議会定例会
26日 参院選相談会
28日 ストップ地球温暖化アースパレード　
29日 江東ユニオン総会、枝川朝鮮学校学芸会
12 月
3 日 ウクライナ子ども舞踊団の区長訪問に

同行、自治会・町会との懇談会
5日 ウクライナ子ども舞踊団公演
6日 区政報告会、望年会
10日 子どもクリスマス会会議
12日 戦争させない江東アクション駅頭宣伝
15日 東京土建大島分会忘年会　
18日 羽田空港の機能強化に関する説明会
19日 子どもクリスマス会
20日 立憲ネット総会
21日 区政勉強会
22日 23区民自治の会
25日 原発震災情報連絡センター会議

中防展望台にて

（
三
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

〈
企
画
総
務
委
員
会
〉

　
有
明
地
区
は
人
口
が
増
え

て
新
た
に
第
二
有
明
小
・
中

学
校
を
建
設
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
学
校
用
地
を

東
京
都
か
ら
53
億
円
で
購
入

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
へ

の
法
整
備
を
求
め
る
陳
情
2

本
が
採
択
さ
れ
、
本
会
議
で

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む

人
種
及
び
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
へ
の
差
別
を
禁
止
す

る
法
整
備
及
び
強
化
策
を
求

め
る
意
見
書
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員

会
や
自
由
権
規
約
委
員
会
に

も
言
及
し
た
い
い
意
見
書
だ

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
戦
争
法
案
に
反
対

す
る
陳
情
は
不
採
択
に
。
中

村
、
図
師
議
員
、
共
産
党
は

不
採
択
に
反
対
し
ま
し
た
。

＊
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
登
録

団
体
へ
の
配
慮
を
！

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
4
月

か
ら
改
修
工
事
に
入
る
の
で

1
年
間
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
そ
の
期
間
、
登
録
団
体
の

活
動
を
保
障
す
る
た
め
他
施

設
利
用
に
つ
い
て
配
慮
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
陳
情
が
区

民
環
境
委
員
会
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
青
少
年

セ
ン
タ
ー
設
置
の
意
義
を
問

う
質
問
や
、
利
用
者
へ
の
十

分
な
説
明
が
な
く
配
慮
も
考

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
、
区
へ
の
厳
し
い
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
区
は

青
少
年
施
策
の
意
義
を
認
識

し
、
予
算
を
充
て
る
べ
き
で

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中村まさ子の区議会レポート

江東区　今
いま

昔
むかし

PDF Compressor Pro

http://www.pdfcompressor.org/buy.html


中村まさ子の区議会レポート　№ 79　2　中村まさ子の区議会レポート　№ 79

　
今
定
例
会
で
年
に
1
回
の
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
私
の
議
員

活
動
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
」
と
「
江
東
区

の
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
行
政
の

取
り
組
み
を
質
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

１　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
成

立
し
、
官
民
挙
げ
て
の
支
援
策
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
根

本
的
な
解
決
に
は
向
か
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
必
要
な
の
は
多
角
的
な

視
点
か
ら
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
江
東
区
で
は
ど
の

よ
う
に
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
を

把
握
し
た
の
か
。

区　
多
く
の
部
署
が
貧
困
対
策
に

関
係
し
て
い
る
。
事
業
を
実
施

す
る
中
で
で
き
る
だ
け
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
が
、
国
が
今

後
生
活
実
態
に
関
す
る
全
国
調

査
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
動
向
も
注
視
す
る
。

２　
足
立
区
で
は
子
ど
も
の
貧
困

対
策
5
か
年
計
画
を
立
て
、
対
策

本
部
を
設
置
し
た
。
荒
川
区
で
も

対
策
本
部
を
設
置
し
貧
困
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
江
東
区
も
担

当
部
署
の
設
置
を
。

区　
貧
困
問
題
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
り
、
一
つ
の
部
署
で
実
施

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

総
合
的
な
子
育
て
支
援
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
有
効
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
生
活
保
護
課

に
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
各
部
署
と
の
連
携
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

３　
自
治
体
で
の
学
習
支
援
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
。教
育
支
援
に
偏
っ

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
家
庭

と
家
計
へ
の
支
援
が
必
要
。
児
童

扶
養
手
当
や
就
学
援
助
の
拡
充
、

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

区　
高
校
進
学
を
目
標
に
し
た
学

習
支
援
「
ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
で
は
家
庭
訪
問
や
面
接
を

実
施
。「
ま
な
び
塾
」
は
学
習
支

援
と
居
場
所
づ
く
り
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
大
綱
で
は
教
育
支
援
の
ほ

か
、
就
労
支
援
、
経
済
的
支
援

な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
貧
困

対
策
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

４　
国
は
10
月
に
「
子
供
の
未
来

応
援
基
金
」
を
創
設
し
た
が
、
企

業
や
個
人
の
民
間
基
金
を
あ
て
に

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
労
働
法

制
の
改
悪
や
社
会
保
障
制
度
の
悪

化
が
貧
困
世
帯
を
増
や
し
て
い
る
。

貧
困
対
策
は
民
間
頼
み
で
な
く
政

府
や
自
治
体
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

区　

こ
の
基
金
は
国
、
自
治
体
、

民
間
企
業
・

団
体
な
ど

に
よ
る
こ

ど
も
の
未

来
を
応
援

す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に

寄
与
す
る

も
の
と
し

て
評
価
し

て
い
る
。

（
12
月
上

旬
で
集

ま
っ
た
の

は
わ
ず
か

３
０
０
万

円
、
大
口

の
寄
付
は

な
い
）

江
東
区

の
環
境

１　
江
東
区
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て

　

11
月
末
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
結
ば
れ
た

パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
前
と

の
比
較
で
気
温
の
上
昇
を
１・５
℃

以
内
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
途

上
国
を
含
む
１
９
６
の
条
約
加
盟

国
・
地
域
に
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減

目
標
の
作
成
、
国
内
対
策
の
実
施
、

履
行
状
況
の
報
告
な
ど
を
義
務
付

け
た
。

　
江
東
区
の
Ｃ
Ｏ２
削
減
に
つ
い
て

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年

度
比
で
26
％
削
減
す
る
」
と
い
う

政
府
の
目
標
と
の
整
合
性
は
ど
う

か
。

区　
国
は
削
減
目
標
は
決
め
た
が
、
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具
体
的
な
行
動
計
画
は
示
し
て

い
な
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
現
在
の
区
の
削
減
計
画

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

２　
電
力
の
自
由
化
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

①
来
年
4
月
か
ら
電
力
の
完
全
自

由
化
が
始
ま
る
。
江
東
区
で
は「
東

京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
か
ら
昨
年

度
は
小
学
校
15
校
の
電
気
を
購
入

し
た
。
東
京
電
力
と
比
べ
て
電
気

料
金
は
い
く
ら
安
く
な
っ
た
か
。

ま
た
Ｃ
Ｏ２
削
減
効
果
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

区　
電
気
料
金
で
９
４
７
万
円
、

Ｃ
Ｏ２
で
１
１
４
１
ト
ン
削
減
さ

れ
た
。

②
電
力
自
由
化
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ注
導
入
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
の
際

Ｃ
Ｏ２
排
出
係
数
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
を
評
価
項
目
に
加
え

た
「
環
境
配
慮
型
電
力
入
札
」
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
拡
大
は
市
場
動
向

や
電
力
供
給
の
安
定
性
を
踏
ま

え
て
今
後
検
討
す
る
。
環
境
配

慮
型
電
力
入
札
は
今
後
調
査
研

究
し
て
い
く
。

③
区
は
環
境
教
育
を
目
的
と
し
て
、

若
洲
で
の
風
力
発
電
、
横
十
間
川

の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
を
実
施
し

て
い
る
が
、
本
格
的
な
実
用
化
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り

組
み
の
方
向
性
と
太
陽
光
発
電
導

入
の
計
画
を
問
う
。

区　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
利
用
促
進
は
環
境
基
本
計

画
に
明
記
。
太
陽
光
発
電
は

２
０
１
９
年
度
ま
で
に
16
施
設

に
設
置
す
る
予
定
。

注
：P

ow
er P

roducer an
d 

Supplier

の
略
で
、
一
般
電
気
事

業
者
（
○
○
電
力
な
ど
の
電
力
会

社
）
以
外
で
、
大
口
需
要
家
に
対

し
電
気
の
供
給
を
行
う
事
業
ま
た

は
事
業
者
の
こ
と
で
す
。「 

特
定

規
模
電
気
事
業
者
」
と
呼
ば
れ
、

特
定
の
供
給
地
点
（
大
型
ビ
ル
や

大
規
模
工
場
な
ど
）
に
お
け
る
需

要
に
応
じ
、
電
力
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

３　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

①
２
０
１
５
年
、
都
営
住
宅
の
補

修
工
事
で
38
団
地
に
不
適
切
な
ア

ス
ベ
ス
ト
処
理
が
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
江
東
区
は
6
団
地
。
江
東
区

は
そ
の
報
告
を
受
け
、
ど
う
対
応

し
た
の
か
。

区　
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
に
対

し
関
係
自
治
体
へ
の
説
明
、
関

係
者
や
近
隣
住
民
の
健
康
診
断
、

再
発
防
止
策
の
策
定
な
ど
を
指

示
。
公
社
は
指
示
通
り
実
施
し

た
。

②
板
橋
区
の
高
校
で
杜
撰
な
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
や
り
直

し
た
と
こ
ろ
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出

さ
れ
た
。
江
東
区
で
も
調
査
が
終

了
し
て
い
る
が
、
再
度
の
検
証
が

必
要
で
は
な
い
か
。

区　
区
は
法
令
遵
守
の
適
正
な
処

理
方
法
で
撤
去
処
分
を
し
た
の

で
、
再
度
の
検
証
は
必
要
な
い
。

③
国
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
半
が

建
物
に
残
っ
て
お
り
、
安
易
な
解

体
は
被
害
を
招
く
。
今
後
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
区
内
で
解
体
工

事
な
ど
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
者
の
ラ
イ

セ
ン
ス
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
専
門
家
の
活
用
や
職

員
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
検
討
を
。

区　
本
区
で
は
都
の
実
施
す
る
実

務
説
明
会
を
受
講
し
た
職
員
が

工
事
の
届
出
の
受
理
や
審
査
を

行
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
十
分
機
能
し
て
い
る
。

４　
放
射
能
対
策
経
費

　

江
東
区
は
福
島
原
発
事
故
後
、

空
間
放
射
線
量
、
土
壌
中
の
放
射

線
量
、
給
食
食
材
の
検
査
を
続
け

て
い
る
。
そ
の
経
費
は
東
京
電
力

が
負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
区
で
は
２
２
０
０
万
円

を
超
え
る
経
費
を
支
出
し
た
が
、

東
電
に
い
く
ら
請
求
し
た
の
か
、

ま
た
い
く
ら
支
払
わ
れ
た
の
か
。

子
ど
も
の
健
康
の
た
め
に
も
、
税

金
の
使
途
の
適
正
化
の
た
め
に
も
、

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
放
射
線
対

策
の
継
続
と
東
電
へ
の
賠
償
請
求

を
求
め
る
。

区　
こ
れ
ら
の
対
策
経
費
の
損
害

賠
償
に
つ
い
て
は
国
が
対
象
項

目
を
決
め
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

２
０
１
１
年
度
分
の
６
０
７
万

円
を
請
求
し
、
全
額
支
払
わ
れ

た
。
今
後
の
放
射
能
対
策
に
つ

い
て
は
放
射
線
量
の
推
移
を
注

視
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

【
委
員
会
報
告
は
四
ペ
ー
ジ
】

　◆主な議案、陳情への対応

件名 自 公 維民ク 共産 市民 ネット 他無所属４名＊

補正予算、不動産の取得（本文をご参照ください） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人番号の利用等に関する条例（個人番号の利
用、情報提供を定める） ○ ○ ○ × × × ○

保育所費用徴収条例の改正（第２子保育料の減額
等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自転車駐車場の指定管理（亀戸北口、東口駐車場） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きっずクラブ条例の改正（校区外の児童も受け
入れる） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童クラブ条例の改正（対象児童の拡大等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村まさ子の収支報告（2015年 11月〜 12月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

11 月 12月 期末手当

収入
議員報酬 608,000 608,000 1,481,088
費用弁償 9,000 9,000 ─

支出

所得税 35,820 -206,398 272,194
住民税 56,000 56,000 ─
国民健康保険料 81,890 81,890 ─
共友会 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 900,000
退職積立金 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 42,290 284,508 308,894

⃝ヘイトスピーチ、戦争法等に関する陳情の対応は本文をご参照ください
⃝「教科書採択に際して憲法の理念を重視することを求める陳情」が不採択。共産、中村、図

師（ネット）が不採択に反対
＊他無所属（おおやね、見山、川北、三次）

本会議で質問に立つ中村まさ子
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今
定
例
会
で
年
に
1
回
の
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
私
の
議
員

活
動
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
」
と
「
江
東
区

の
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
行
政
の

取
り
組
み
を
質
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

１　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
成

立
し
、
官
民
挙
げ
て
の
支
援
策
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
根

本
的
な
解
決
に
は
向
か
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
必
要
な
の
は
多
角
的
な

視
点
か
ら
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
江
東
区
で
は
ど
の

よ
う
に
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
を

把
握
し
た
の
か
。

区　
多
く
の
部
署
が
貧
困
対
策
に

関
係
し
て
い
る
。
事
業
を
実
施

す
る
中
で
で
き
る
だ
け
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
が
、
国
が
今

後
生
活
実
態
に
関
す
る
全
国
調

査
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
動
向
も
注
視
す
る
。

２　
足
立
区
で
は
子
ど
も
の
貧
困

対
策
5
か
年
計
画
を
立
て
、
対
策

本
部
を
設
置
し
た
。
荒
川
区
で
も

対
策
本
部
を
設
置
し
貧
困
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
江
東
区
も
担

当
部
署
の
設
置
を
。

区　
貧
困
問
題
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
り
、
一
つ
の
部
署
で
実
施

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

総
合
的
な
子
育
て
支
援
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
有
効
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
生
活
保
護
課

に
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
各
部
署
と
の
連
携
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

３　
自
治
体
で
の
学
習
支
援
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
。教
育
支
援
に
偏
っ

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
家
庭

と
家
計
へ
の
支
援
が
必
要
。
児
童

扶
養
手
当
や
就
学
援
助
の
拡
充
、

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

区　
高
校
進
学
を
目
標
に
し
た
学

習
支
援
「
ま
な
び
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
で
は
家
庭
訪
問
や
面
接
を

実
施
。「
ま
な
び
塾
」
は
学
習
支

援
と
居
場
所
づ
く
り
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
大
綱
で
は
教
育
支
援
の
ほ

か
、
就
労
支
援
、
経
済
的
支
援

な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
貧
困

対
策
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

４　
国
は
10
月
に
「
子
供
の
未
来

応
援
基
金
」
を
創
設
し
た
が
、
企

業
や
個
人
の
民
間
基
金
を
あ
て
に

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
労
働
法

制
の
改
悪
や
社
会
保
障
制
度
の
悪

化
が
貧
困
世
帯
を
増
や
し
て
い
る
。

貧
困
対
策
は
民
間
頼
み
で
な
く
政

府
や
自
治
体
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

区　

こ
の
基
金
は
国
、
自
治
体
、

民
間
企
業
・

団
体
な
ど

に
よ
る
こ

ど
も
の
未

来
を
応
援

す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に

寄
与
す
る

も
の
と
し

て
評
価
し

て
い
る
。

（
12
月
上

旬
で
集

ま
っ
た
の

は
わ
ず
か

３
０
０
万

円
、
大
口

の
寄
付
は

な
い
）

江
東
区

の
環
境

１　
江
東
区
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て

　

11
月
末
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
結
ば
れ
た

パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
前
と

の
比
較
で
気
温
の
上
昇
を
１・５
℃

以
内
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
途

上
国
を
含
む
１
９
６
の
条
約
加
盟

国
・
地
域
に
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減

目
標
の
作
成
、
国
内
対
策
の
実
施
、

履
行
状
況
の
報
告
な
ど
を
義
務
付

け
た
。

　
江
東
区
の
Ｃ
Ｏ２
削
減
に
つ
い
て

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年

度
比
で
26
％
削
減
す
る
」
と
い
う

政
府
の
目
標
と
の
整
合
性
は
ど
う

か
。

区　
国
は
削
減
目
標
は
決
め
た
が
、
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具
体
的
な
行
動
計
画
は
示
し
て

い
な
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
現
在
の
区
の
削
減
計
画

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

２　
電
力
の
自
由
化
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

①
来
年
4
月
か
ら
電
力
の
完
全
自

由
化
が
始
ま
る
。
江
東
区
で
は「
東

京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
か
ら
昨
年

度
は
小
学
校
15
校
の
電
気
を
購
入

し
た
。
東
京
電
力
と
比
べ
て
電
気

料
金
は
い
く
ら
安
く
な
っ
た
か
。

ま
た
Ｃ
Ｏ２
削
減
効
果
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

区　
電
気
料
金
で
９
４
７
万
円
、

Ｃ
Ｏ２
で
１
１
４
１
ト
ン
削
減
さ

れ
た
。

②
電
力
自
由
化
は
Ｐ
Ｐ
Ｓ注
導
入
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
の
際

Ｃ
Ｏ２
排
出
係
数
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
を
評
価
項
目
に
加
え

た
「
環
境
配
慮
型
電
力
入
札
」
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
拡
大
は
市
場
動
向

や
電
力
供
給
の
安
定
性
を
踏
ま

え
て
今
後
検
討
す
る
。
環
境
配

慮
型
電
力
入
札
は
今
後
調
査
研

究
し
て
い
く
。

③
区
は
環
境
教
育
を
目
的
と
し
て
、

若
洲
で
の
風
力
発
電
、
横
十
間
川

の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
を
実
施
し

て
い
る
が
、
本
格
的
な
実
用
化
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り

組
み
の
方
向
性
と
太
陽
光
発
電
導

入
の
計
画
を
問
う
。

区　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
利
用
促
進
は
環
境
基
本
計

画
に
明
記
。
太
陽
光
発
電
は

２
０
１
９
年
度
ま
で
に
16
施
設

に
設
置
す
る
予
定
。

注
：P

ow
er P

roducer an
d 

Supplier

の
略
で
、
一
般
電
気
事

業
者
（
○
○
電
力
な
ど
の
電
力
会

社
）
以
外
で
、
大
口
需
要
家
に
対

し
電
気
の
供
給
を
行
う
事
業
ま
た

は
事
業
者
の
こ
と
で
す
。「 

特
定

規
模
電
気
事
業
者
」
と
呼
ば
れ
、

特
定
の
供
給
地
点
（
大
型
ビ
ル
や

大
規
模
工
場
な
ど
）
に
お
け
る
需

要
に
応
じ
、
電
力
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

３　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

①
２
０
１
５
年
、
都
営
住
宅
の
補

修
工
事
で
38
団
地
に
不
適
切
な
ア

ス
ベ
ス
ト
処
理
が
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
江
東
区
は
6
団
地
。
江
東
区

は
そ
の
報
告
を
受
け
、
ど
う
対
応

し
た
の
か
。

区　
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
に
対

し
関
係
自
治
体
へ
の
説
明
、
関

係
者
や
近
隣
住
民
の
健
康
診
断
、

再
発
防
止
策
の
策
定
な
ど
を
指

示
。
公
社
は
指
示
通
り
実
施
し

た
。

②
板
橋
区
の
高
校
で
杜
撰
な
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
や
り
直

し
た
と
こ
ろ
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出

さ
れ
た
。
江
東
区
で
も
調
査
が
終

了
し
て
い
る
が
、
再
度
の
検
証
が

必
要
で
は
な
い
か
。

区　
区
は
法
令
遵
守
の
適
正
な
処

理
方
法
で
撤
去
処
分
を
し
た
の

で
、
再
度
の
検
証
は
必
要
な
い
。

③
国
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
大
半
が

建
物
に
残
っ
て
お
り
、
安
易
な
解

体
は
被
害
を
招
く
。
今
後
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
区
内
で
解
体
工

事
な
ど
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
者
の
ラ
イ

セ
ン
ス
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
専
門
家
の
活
用
や
職

員
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
検
討
を
。

区　
本
区
で
は
都
の
実
施
す
る
実

務
説
明
会
を
受
講
し
た
職
員
が

工
事
の
届
出
の
受
理
や
審
査
を

行
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
十
分
機
能
し
て
い
る
。

４　
放
射
能
対
策
経
費

　

江
東
区
は
福
島
原
発
事
故
後
、

空
間
放
射
線
量
、
土
壌
中
の
放
射

線
量
、
給
食
食
材
の
検
査
を
続
け

て
い
る
。
そ
の
経
費
は
東
京
電
力

が
負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
区
で
は
２
２
０
０
万
円

を
超
え
る
経
費
を
支
出
し
た
が
、

東
電
に
い
く
ら
請
求
し
た
の
か
、

ま
た
い
く
ら
支
払
わ
れ
た
の
か
。

子
ど
も
の
健
康
の
た
め
に
も
、
税

金
の
使
途
の
適
正
化
の
た
め
に
も
、

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
放
射
線
対

策
の
継
続
と
東
電
へ
の
賠
償
請
求

を
求
め
る
。

区　
こ
れ
ら
の
対
策
経
費
の
損
害

賠
償
に
つ
い
て
は
国
が
対
象
項

目
を
決
め
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

２
０
１
１
年
度
分
の
６
０
７
万

円
を
請
求
し
、
全
額
支
払
わ
れ

た
。
今
後
の
放
射
能
対
策
に
つ

い
て
は
放
射
線
量
の
推
移
を
注

視
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

【
委
員
会
報
告
は
四
ペ
ー
ジ
】

　◆主な議案、陳情への対応

件名 自 公 維民ク 共産 市民 ネット 他無所属４名＊

補正予算、不動産の取得（本文をご参照ください） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人番号の利用等に関する条例（個人番号の利
用、情報提供を定める） ○ ○ ○ × × × ○

保育所費用徴収条例の改正（第２子保育料の減額
等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自転車駐車場の指定管理（亀戸北口、東口駐車場） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きっずクラブ条例の改正（校区外の児童も受け
入れる） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童クラブ条例の改正（対象児童の拡大等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村まさ子の収支報告（2015年 11月〜 12月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

11 月 12月 期末手当

収入
議員報酬 608,000 608,000 1,481,088
費用弁償 9,000 9,000 ─

支出

所得税 35,820 -206,398 272,194
住民税 56,000 56,000 ─
国民健康保険料 81,890 81,890 ─
共友会 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 900,000
退職積立金 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 42,290 284,508 308,894

⃝ヘイトスピーチ、戦争法等に関する陳情の対応は本文をご参照ください
⃝「教科書採択に際して憲法の理念を重視することを求める陳情」が不採択。共産、中村、図

師（ネット）が不採択に反対
＊他無所属（おおやね、見山、川北、三次）

本会議で質問に立つ中村まさ子
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今
年
は
１
９
４
７
年
3
月
15
日
に
深
川
区

と
城
東
区
が
合
併
し
て
江
東
区
が
誕
生
し
て

か
ら
69
年
に
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
約
9
万
7
千
人
。

昨
年
は
人
口
が
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
の

で
、
5
倍
以
上
に
増
加
し
た
わ
け
で
す
。

　
毎
年
12
月
に
大
島
選
出
議
員
団
と
自
治
会

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
諸
課
題
に

つ
い
て
議
員
が
報
告
し
、
参
加
者
と
意
見
交

換
し
ま
す
。
昨
年
私
は
そ
こ
で
地
盤
沈
下
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
江
東
区
は
大
正
年
間
か
ら
地
盤
沈
下
が
始

ま
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
前
半
は
繊
維
や
製

糖
、
製
紙
な
ど
の
軽
工
業
が
発
達
し
ま
し
た

が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
、
六
価
ク

ロ
ム
を
生
産
し
た
日
本
化
学
工
業
や
日
曹
製

鋼
な
ど
の
重
化
学
工
業
が
広
が
り
ま
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
は
汽
車
製
造
（
今
の
南

砂
2
丁
目
団
地
）、
第
2
精
工
舎
（
今
の
サ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
）、
東
京
芝
浦
電
気
な
ど
が

生
産
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
高
度

成
長
期
を
通
じ
て
、
工
場
に
よ
る
地
下
水
の

く
み
上
げ
が
地
盤
沈
下
を
も
た
ら
し
て
い
っ

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
江
東
、
墨
田
、
江

戸
川
な
ど
は
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
子
ど
も
の
頃
は
毎
年
、
今
年
の
地
盤

沈
下
は
何
セ
ン
チ
と
発
表
さ
れ
、
子
ど
も
心

に
心
配
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
最
近
は
ほ

と
ん
ど
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

東
京
都
は
ず
っ
と
調
査
を
続
け
、
毎
年
「
地

盤
沈
下
調
査
報
告
書
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
亀
戸
7
丁
目
と
南
砂
２

丁
目
に
都
の
「
水
準
基
標
」
が
あ
り
、
標
高

が
観
測
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
累
積
沈
下
量

と
い
う
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
亀
戸
は
明
治
25

年
の
観
測
以
来
４・
３
メ
ー
ト
ル
、
南
砂
は

大
正
7
年
以
来
４・
５
メ
ー
ト
ル
沈
下
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
も

１
９
７
０
年
頃
ま
で
で
、
工
業
用
水
の
く
み

上
げ
規
制
が
行
わ
れ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
沈

下
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
防
潮
堤
や
水
門
の

整
備
と
排
水
機
場
の
操
作
に
よ
っ
て
水
害
か

ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
首
都
直
下
型
地
震

を
想
定
し
て
さ
ら
に
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
江
東
区
は
工
業
地

帯
か
ら
住
宅
地
域
に
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
今
あ
る
大
き
な
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
は

大
き
な
工
場
の
移
転
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
工
場
騒
音
や
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境

問
題
は
改
善
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
土
壌
汚
染
は
今
で
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
私
に
と
っ
て
も
政
治
に
向
き
合
う
き
っ

か
け
と
な
っ
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

今
年
も
江
東
区
の
環
境
、
福
祉
、
教
育
、

介
護
、
人
権
、
平
和
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
何
で
も
相
談
」
始
め
ま
し
た
！

中
村
ま
さ
子
事
務
所
（
電
話
／
０
３
│
３
６
３
６
│
１
０
３
１　

フ
ァ
ク

ス
０
３
│
３
６
３
６
│
１
０
３
３
）
で
「
何
で
も
相
談
」
を
始
め
ま
し
た
。

第
２
、
第
４
金
曜
日
午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
急
な
ご
相
談
の
場

合
に
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
案
内

を
見
て
、
面
白
そ
う
だ
な
と

思
い
な
が
ら
、
申
し
込
ん
だ

の
は
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り
ま
し

た
。
中
防
（
中
央
防
波
堤
）

に
は
、
近
く
に
住
ん
で
い
る

の
に
な
ぜ
か
一
度
も
行
っ
た

こ
と
が
な
く
、
い
い
機
会
だ

か
ら
と
思
い
、
後
は
清
澄
庭

園
で
昼
食
と
い
う
の
に
も
心

が
惹
か
れ
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
問
題
、
Ｃ
Ｏ２
の

増
加
、
地
球
温
暖
化
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
、
そ
の
ど
れ

を
と
っ
て
も
地
球
に
生
き
る

全
て
の
生
物
に
と
っ
て
こ
ん

な
に
重
要
な
課
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
の
資
料
に
書
か

れ
て
あ
っ
た
「
地
球
Ｂ
は
な

い
」
の
言
葉
が
胸
に
し
み
た

ツ
ア
ー
で
し
た
。
こ
の
ま
ま

温
暖
化
が
進
む
と
今
世
紀
末

ま
で
に
は
４・
８
度
も
気
温

が
上
昇
す
る
と
の
こ
と
、
今

で
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
水

位
の
上
昇
な
ど
で
水
害
を
は

じ
め
様
々
な
自
然
災
害
（
人

災
？
）が
多
発
し
て
い
ま
す
。

国
家
に
よ
る
軍
備
に
頼
っ
た

安
全
保
障
で
は
な
く
、
一
人

一
人
の
市
民
の
努
力
に
よ
る

人
間
の
安
全
保
障
が
い
か
に

大
切
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
清
澄
庭
園
で
い
た

だ
い
た
昼
食
も
、
味
・
量
と

も
に
大
満
足
で
し
た
。

（
北
砂
3
丁
目　
狭
石
利
美
）

イラスト／

地

球

Ｂ

は

な

いス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
考
え
た

＊事務局通信

　不定期ですが、集会や傍聴のお知らせなどをＦＡＸ
通信でお送りしています。受信ご希望の方は「ＦＡＸ
通信希望」とお書きいただき、お名前、ＦＡＸ番号を
明記のうえＦＡＸで 03-3636-1033 までお送りくだ
さい。またメール通信をご希望の方は「メール通信希
望」というタイトル、お名前、メールアドレスを明記
して、以下のアドレスにご送信ください。usausa@
js5.so-net.ne.jp

中村まさ子の活動日誌（抄）
11 月
2 日 戦争させない江東アクション会議
3日 区政功労者表彰式
4日 緑の党自治体議員バックアップセミナー
5日 沖縄東部実行委会議
7日、8日 緑の党全国代表協議会
14日 三大小 90周年記念式典
16日 区政勉強会
20日 キルトクラブうさうさ
22日 沖縄東部実行委交流学習会
24日 市民の声・江東スタディーツアー
25日 （～ 12月 14日）第 4回区議会定例会
26日 参院選相談会
28日 ストップ地球温暖化アースパレード　
29日 江東ユニオン総会、枝川朝鮮学校学芸会
12 月
3 日 ウクライナ子ども舞踊団の区長訪問に

同行、自治会・町会との懇談会
5日 ウクライナ子ども舞踊団公演
6日 区政報告会、望年会
10日 子どもクリスマス会会議
12日 戦争させない江東アクション駅頭宣伝
15日 東京土建大島分会忘年会　
18日 羽田空港の機能強化に関する説明会
19日 子どもクリスマス会
20日 立憲ネット総会
21日 区政勉強会
22日 23区民自治の会
25日 原発震災情報連絡センター会議

中防展望台にて

（
三
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

〈
企
画
総
務
委
員
会
〉

　
有
明
地
区
は
人
口
が
増
え

て
新
た
に
第
二
有
明
小
・
中

学
校
を
建
設
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
学
校
用
地
を

東
京
都
か
ら
53
億
円
で
購
入

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
へ

の
法
整
備
を
求
め
る
陳
情
2

本
が
採
択
さ
れ
、
本
会
議
で

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む

人
種
及
び
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
へ
の
差
別
を
禁
止
す

る
法
整
備
及
び
強
化
策
を
求

め
る
意
見
書
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員

会
や
自
由
権
規
約
委
員
会
に

も
言
及
し
た
い
い
意
見
書
だ

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
戦
争
法
案
に
反
対

す
る
陳
情
は
不
採
択
に
。
中

村
、
図
師
議
員
、
共
産
党
は

不
採
択
に
反
対
し
ま
し
た
。

＊
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
登
録

団
体
へ
の
配
慮
を
！

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
4
月

か
ら
改
修
工
事
に
入
る
の
で

1
年
間
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
そ
の
期
間
、
登
録
団
体
の

活
動
を
保
障
す
る
た
め
他
施

設
利
用
に
つ
い
て
配
慮
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
陳
情
が
区

民
環
境
委
員
会
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
青
少
年

セ
ン
タ
ー
設
置
の
意
義
を
問

う
質
問
や
、
利
用
者
へ
の
十

分
な
説
明
が
な
く
配
慮
も
考

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
、
区
へ
の
厳
し
い
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
区
は

青
少
年
施
策
の
意
義
を
認
識

し
、
予
算
を
充
て
る
べ
き
で

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中村まさ子の区議会レポート
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